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「高度医療・人材育成拠点」の整備に向けた検討状況について 

 

１ 要旨・目的 

全国トップレベルの高度医療を提供する機能や、医療人材を育成・派遣する機能を持つ「高度

医療・人材育成拠点」の整備に向けた検討を進めており、令和４年 11月に策定した「高度医療・

人材育成拠点基本構想」（以下「基本構想」という。）に基づき、新病院の具体的な医療機能や施

設整備等に関する検討を進めるため、再編対象病院等と連携して開催した「高度医療・人材育成

拠点基本計画策定会議」について報告する。 

また、医療機関再編による影響が予想される地域の意見聴取のため開催した地域懇話会につい

て、併せて報告する。 

  

２ 現状・背景 

本県においては、医師や診療科の偏在、高度医療機器の分散、都市部における医療機能の重複

などに課題がある。とりわけ、高度な医療資源が集中する広島都市圏において、医療資源を集約

化することにより、県内全域を対象に高い水準の医療を提供するとともに、中山間地域の地域  

医療を維持する必要がある。 

 

３ 概要 

(1)  対象者 

県民、医療関係者等 

(2)  実施内容 

令和４年 11月に新病院に必要な主な医療機能や広島都市圏の医療機関の再編等につい

て、関係病院等で構成する広島都市圏病院長会議及び拠点ビジョン推進会議において、基本

構想として合意が得られた。 

この基本構想に基づき、新病院を一体となって構築する関係病院において、新病院に整備

する医療機能や施設計画等に関する基本計画策定会議を開催するとともに、医療人材の確保

や育成、中山間地域への医師の循環方策など重点分野については、大学病院等と連携した検

討部会を個別に設置して検討を進めている。 

また、県主催の最新医療に関する県民公開セミナーにおいて、基本構想に対して寄せられ

た県民からの質問に答えるとともに、医療機関再編による影響が予想される地域に対して

は、住民や医療関係者、再編病院等で構成する地域懇話会を開催し、地域医療の在り方等に

関する意見聴取を図っている。 
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ア 基本計画策定会議の議題及び主な意見等について（７月 28日開催） 

（ア）基本計画の構成案（下線部：今回議論） 

目次 内 容 

第１章 

 

第２章 

 

第３章 

 

第４章 

 

第５章 

 

第６章 

 

第７章 

 

第８章 

 

第９章 

 

第 10章 

 

基本的な考え方 

（基本理念・基本方針等） 

新病院の規模・医療機能 

（病床数、診療科目等） 

施設整備方針 

（施設整備、整備方法） 

部門別整備計画 

（諸室整備方針等） 

施設基本計画 

（敷地内配置計画、階別構成等） 

医療機器等整備計画 

（主要機器、整備方針等） 

情報システム整備計画 

（整備方針、システム導入範囲等） 

地域医療体制確保計画 

（医師循環に係る方針、仕組み等） 

運営形態 

（有識者会議の提言を踏まえた新病院の運営形態、運営体制） 

事業計画 

（収支計画、スケジュール等） 

 

（イ）会議構成員（団体） 

ＪＲ広島病院、中電病院、県立広島病院、広島県 

 

（ウ）第７回基本計画策定会議（７月 28日開催）の議題及び主な意見について 

区分 内 容 

主な議題 ○基本計画の素案について 

主な意見 ○新病院の開院前からの医療従事者の計画的な採用・交流について、看

護師だけでなく、薬剤師や臨床検査技師など医療技術職も同様に計画

的な採用・交流を進めることとしてはどうか。 

 

人事交流 

職員駐車場 

○新病院は広島駅に近いことから、患者だけでなく職員も可能な限り公

共交通機関を利用すべきではないか。 

○断らない救急を掲げる以上、職員向けの駐車場台数についても、不足

が無いように確保していく必要がある。 

停電対応 
○ＣＴやＭＲＩなどが常に稼働できるよう、停電時の電源設備の確保だ

けでなく、電気系統の複線化なども検討してほしい。 

医療情報 
○断らない救急を円滑に行うためにも、ひろしま医療情報ネットワーク

（ＨＭネット）の整備による患者情報の共有を進めてほしい。 

計画素案 
○基本計画としては次回がとりまとめの予定だが、あくまで現時点のもの

であり、特にソフトの面については引き続き検討していく必要がある。 

 

救急医療 

小児医療 

がん治療センター 

心臓血管（心臓病）センター 

脳卒中センター 

周産期医療 

消化器センター 

呼吸器センター 

腎臓病センター 

感染症医療 

災害医療 など 
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イ 各検討部会の議題及び主な意見等について（７月５日～７月 24日開催） 

区分 内 容 

主な議題 

○医師循環の仕組みについて 

○医療人材の確保策について 

○医療情報システム（ＤＸ）について 

主な意見 ○将来の地域の医療体制を確保するため、新病院における初期臨床研修

のコースの一つとして、県東部を含めた地域の基幹病院と連携した地

域総合診療コースを設けてはどうか。 

○新病院が大学医局への入局に抵抗のある医師にとっても魅力的となる

ように、これまで大学を中心に行ってきた専門研修プログラムについ

て、大学との連携は図りつつ、新病院にも整備してはどうか。 

 

医療人材

確保 

地域医療

体制確保 

○地域に若手医師を派遣するには、指導体制の整備も考えるべきだが、

そのマンパワーを大学のみで確保・提供することは難しいことから、

新病院が指導医をどれだけ確保・育成できるかが大きな問題である。 

○大学から短期的にローテーションで指導医が派遣されるよりも、大学

から地域の中核病院への配置を手厚くしつつ、地域の中核病院から指

導医を派遣する方が、その後の指導体制が維持できるのではないか。 

医療情報

システム 

○国から示された医療ＤＸの推進に関する工程表を注視しつつ、国が整

備するものとの棲み分けを行いながら、ひろしま医療情報ネットワー

ク（ＨＭネット）の活用を検討していく必要がある。 

会議構成員 大学病院、医師会、行政等 

 

ウ 地域懇話会の議題及び主な意見等について（７月 27日開催） 

区分 内 容 

主な議題 

（県立広島病

院跡地活用の

方向性（案）

について） 

＜安心な暮らし＞  

•対象地周辺において引き続き地域の方が安心して暮らし続けることができ

るよう、地域の医療 機関との連携や高齢者等のアクセスを考慮した上

で、必要な「医療」「介護」「福祉」サービスを受けることができる体制

を整える。 

•大規模災害に備えるため、防災体制の充実強化を検討する。 
 

＜活気あふれるまちづくり＞ 

•多様な世代が、いきいきと暮らし続けることができるよう、「賑わい」、

「健康づくり」、「子育て」等の機能整備を検討する。 

主な意見 ○県が示した跡地活用の方向性が実際にできるかがポイントとなるので、

県はしっかりと実現に向けた検討を行ってほしい。 

○南区の住民、特に高齢者が新病院に直行できるアクセスの整備をしてほし

い。 

○難病などは新病院でもよいが、日常的にかかることができる中規模の病院

を残してほしい。 

○医療はもちろんであるが、娯楽があり、皆が集まる施設の整備を望む。 

○県立広島病院が移転しても、より良くなったといえるように、跡地活用の

方向性の実現に向けて、県の意気込みを示してほしい。 

○方向性だけでは抽象的で、地元の意見を十分に反映したとは思えないた

め、県は住民の意見を引き続き聞いていく謙虚な姿勢をもってほしい。 

 中区・南区

住民 
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中区・南区

医師会長 

○県立広島病院は南区民にとって唯一無二の存在であることから、まずは

最低限の医療機能の確保を考えてほしい。 

○医療機能を残すことが示されたのは良いことであり、医療・介護等を担

う施設を残すとともに、賑わいのある施設も整備してほしい。 

中区・南区

副区長、保

健センター

長 

○新病院構想の認知度は、南区であっても約 70％であり、県は認知度を上

げるとともに、住民理解を得ながら新病院構想の実現を進めてほしい。 

○新病院構想には、広島記念病院と吉島病院の統合についても示されてい

るが、反対の要望があったとの報道もあるので、地域により丁寧な説明

をしてほしい。 

有識者 

○医療機能を残す方針を明確に示したことは良いことである。 

○かかりつけ医や周辺の病院を含め、介護や福祉と連携した共生型の医療が

必要とされる。入院しやすいだけではなく、帰宅しやすくなるように回復

期医療なども今後は求められていくと考えられる。 

○医療機関や商業施設を地図にプロットしたうえで、県立広島病院移転後

の宇品地区の影響を予測したところ、商業施設は周辺に多く充足してい

る一方、病院は少ないと考えられるため、跡地には病院機能を残すのが

良いのではないか。 

会議構成員 
地域住民代表（主に社会福祉協議会会長）、有識者、地区医師会、 

県立広島病院、中電病院、広島市、広島県 

 

(3)  スケジュール 

令和５年９月を目途に新病院の基本計画と合わせて、県立広島病院の跡地活用の方向性を

とりまとめる。 

 

(4)  予算額（一部国庫） 

令和５年度当初予算額 203,367千円 

      前年度繰越予算額  65,253千円 

 

(5)  その他（県ＨＰ） 

ア 最新医療に関する県民公開セミナーについて 

  https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/276/koudoiryou-jinzaiikusei 

kyoten-seminar-.html （※県民公開セミナーにおける最新医療に関する講演 

や県の基本構想に関する説明動画、県民からの質疑応答などを掲載） 

 

イ 医療機関再編の影響が予想される地域の医療体制について 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/276/saiheniryoutaisei.html  

（※地域懇話会における医療機関再編による影響の説明資料や議事概要などを掲載） 
 

 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/276/koudoiryou-jinzaiikuseikyoten-seminar-.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/276/koudoiryou-jinzaiikuseikyoten-seminar-.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/276/saiheniryoutaisei.html

